「親の力」をまなびあう学習プログラム　展開案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成班　　西部会場　Ｄ　　
対象（時間）：小学生ＰＴＡ保護者会　おやじの会　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50分程度）

【ねらい】父親として子育てにかかわることの楽しさを語り合い，自分なりにできることを考える。
【準備物】学習者：筆記用具
　　　　　主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，模造紙，付箋，フェルトペン
	時間
	活動の展開
	留　意　点
	備　考

	：
	○名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける
	※スケジュールを板書しておく

	：

(10分)

	○ファシリテーター（学習支援者）

自己紹介，主旨，ルール等説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）

	

	
	アイスブレイク（雰囲気づくり）

「じゃんけん列車」
○グループ分け

自己紹介


	○「子どもとはまっている遊び」を一言入れて紹介する。
	

	：

(30分)

	○タイトル，ねらいを読む

＜考えましょう，出し合いましょう＞

○設問１に記入し，話し合う。
（５分）
○設問２①，②に記入し，話し合う。
○設問２③は記入せずに，話し合う。
○設問２②で出てきたことをアイデアを出し合う。
（15分）

	· 子育てについて考える導入をする。

○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の保持），ただし言いたくないことは話さなくても良い。（パス有り）


	

	
	＜さらに考えましょう＞

○設問に記入し，話し合う。
○話し合ったことを紹介し，意見交換する。（発表）
（10分）

	○父親を楽しむための３カ条
○工夫していることや大切にしていることについて考える。

○発表は２グループ行う。

	

	：

(10分)

	＜学習を振り返りましょう＞

○ワークシートに一つ気づきを記

入。
○ファシリテーターの話

	
	

	：

（５分）
	○終了，片付け

○アンケート記入
	→参加者全員で行う。

→アンケート記入者から流れ解散。
	

	〈メモ〉





教材番号「25」：「お父さんの子育てトーク！～『父親』の楽しみを持ち寄ろう～」














